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シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
を
振
返
っ
て 

愛
媛
県 

 

片 

上 

節 

男 
 
 

  

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
二
月
二
十
五
日
満
州
ハ
ル

ピ
ン
第
二
七
七
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
幸
運
に
も
今
治

中
学
校
二
年
生
の
時
、
同
級
の
藤
田
礼
二
君
は
級
長
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
陸
軍
幼
年
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校
を
優

等
で
卒
業
し
、
私
の
入
隊
部
隊
の
連
隊
旗
手
を
し
て
い
ま

し
た
。
び
ん
た
の
多
い
軍
隊
で
し
た
が
、
私
は
一
度
十
人

ば
か
り
と
一
緒
に
び
ん
た
を
も
ら
っ
た
が
、
連
隊
旗
手
と

同
級
と
い
う
事
か
ら
そ
の
後
は
一
度
も
び
ん
た
を
受
け
ず
、

従
っ
て
私
は
小
隊
長
に
な
っ
た
が
軍
隊
で
は
手
を
か
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
一
度
も
手
は
か
け
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

私
の
部
隊
は
沖
縄
へ
行
く
途
中
不
幸
に
も
撃
沈
し
、
藤

田
礼
二
連
隊
旗
手
も
戦
死
し
ま
し
た
。 

 

私
は
幹
部
候
補
生
の
講
習
を
受
け
て
い
た
の
で
、
講
習

後
は
原
隊
に
は
帰
れ
ず
転
属
し
、
ソ
満
国
境
璦
琿
に
転
属

し
、
部
隊
の
兵
器
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。 

 

間
も
な
く
不
可
侵
条
約
を
結
ん
で
い
た
ソ
連
と
の
戦
争

が
始
ま
り
、
直
ち
に
武
器
、
弾
薬
を
ト
ラ
ッ
ク
に
て
陣
地

に
輸
送
し
、
完
了
し
た
事
を
濱
田
閣
下
に
告
げ
る
と
、
朝

水
陣
地
へ
一
カ
小
隊
連
れ
て
応
援
と
の
命
令
を
受
け
、
夜

間
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。 

 

広
島
県
出
身
の
渡
邊
小
隊
長
は
、
ソ
連
と
の
開
戦
間
も

な
く
十
数
人
が
包
囲
さ
れ
戦
死
し
ま
し
た
。
死
体
収
容
に

担
架
一
つ
で
行
き
、
小
隊
長
一
人
し
か
収
容
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
埋
葬
し
ま
し
た
が
、
他
の
戦
死
者
は
戦
争
中
の

事
と
て
不
可
能
で
し
た
。 

 

終
戦
の
連
絡
を
受
け
、
ソ
連
軍
の
指
示
に
従
っ
て
武
装

解
除
さ
れ
、
数
日
歩
行
し
、
夜
は
地
面
に
寝
泊
り
し
、
黒

龍
江
を
船
で
渡
っ
て
、
ソ
連
ラ
イ
チ
ハ
第
一
九
収
容
所
で

天
幕
を
し
二
段
構
え
で
、
夜
は
石
炭
を
焚
き
一
年
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

 
作
業
は
毎
日
指
示
に
従
っ
て
行
い
、
宿
舎
は
私
達
の
手

作
業
で
半
地
下
の
二
階
式
の
収
容
所
を
作
り
ま
し
た
。 

 

作
業
の
中
で
は
煉
瓦
工
場
、
道
路
作
業
、
農
作
業
等
が
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多
く
、
他
に
馴
れ
な
い
作
業
も
多
く
、
し
か
も
ノ
ル
マ
に

よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
食
事
も
変
っ
て
い
っ
た
事
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

小
隊
長
を
し
て
い
た
私
は
、
抑
留
さ
れ
て
は
作
業
班
長

と
な
り
、
早
く
会
話
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
の
で
苦
労

し
ま
し
た
。 

 

抑
留
の
生
活
は
、
衣
類
は
今
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
、

食
事
は
黒
パ
ン
、
ぞ
う
す
い
等
、
腹
六
分
低
度
、
今
考
え

て
み
て
も
、
よ
く
生
命
が
保
て
た
と
痛
感
し
ま
す
。
食
事

や
冬
の
寒
さ
の
た
め
、
多
く
の
戦
友
が
死
亡
し
た
と
聞
き

ま
し
た
。
六
十
万
余
ソ
連
へ
行
き
、
六
万
人
は
死
亡
し
た

事
は
帰
国
後
耳
に
し
ま
し
た
。
日
本
の
様
子
は
全
く
分
か

ら
ず
、
日
本
へ
帰
国
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

今
振
り
返
り
考
え
て
み
て
、
二
年
十
カ
月
の
ソ
連
シ
ベ

リ
ア
で
の
抑
留
生
活
、
冬
は
零
下
三
〇
度
以
下
、
抑
留
の

身
で
衣
類
、
食
事
、
寝
る
と
こ
ろ
、
作
業
、
何
の
楽
し
み

も
な
く
、
全
く
あ
わ
れ
な
生
活
で
し
た
。
多
分
こ
の
地
で

死
ぬ
で
あ
ろ
う
、
日
本
へ
帰
国
で
き
る
と
は
夢
に
も
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、
二
年
十
カ
月
後
復
員
の
知
ら
せ
を

聞
き
、
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。 

 

満
州
璦
琿
挺
進
大
隊
の
副
官
で
あ
っ
た
愛
知
県
出
身
の

牛
尾
公
一
さ
ん
（
名
古
屋
市
昭
和
区
）
が
、
九
百
五
十
四

人
の
挺
進
大
隊
中
戦
死
者
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
に
死
亡
百

四
十
五
人
と
、
元
満
州
璦
琿
歩
兵
佐
々
木
隊
五
十
人
中
十

四
人
死
亡
の
名
簿
を
靴
の
内
足
下
へ
入
れ
て
持
ち
帰
り
、

戦
友
の
名
簿
三
十
六
ペ
ー
ジ
印
刷
し
、
第
一
回
戦
友
会
を

亀
田
博
（
三
重
県
松
坂
市
）
大
隊
長
の
出
身
地
の
近
く
愛

知
県
二
見
ケ
浦
で
開
催
し
、
貴
重
な
戦
友
の
名
簿
を
頂
き

ま
し
た
。
戦
友
会
は
数
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

年
を
追
っ
て
老
齢
化
し
、
平
成
十
四
年
第
十
九
回
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。 

 

復
員
後
、
私
は
元
の
教
員
に
復
職
し
定
年
ま
で
勤
務
し

ま
し
た
。
六
十
歳
で
、
硬
膜
血
し
ゅ
の
手
術
、
六
十
九
歳

で
キ
ャ
タ
ツ
か
ら
落
ち
、
救
急
車
で
運
ば
れ
片
木
脳
外
科

で
Ｃ
Ｔ
検
査
、
運
よ
く
入
院
せ
ず
点
滴
二
十
日
間
で
回
復
。

そ
の
後
、
通
院
一
カ
月
に
一
度
服
薬
、
検
査
診
断
を
受
け

て
い
ま
す
。
八
十
一
歳
で
前
立
腺
ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
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質
が
お
と
な
し
く
、
ま
た
軽
い
の
で
二
カ
月
に
一
度
四
国

ガ
ン
セ
ン
タ
ー
で
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
珊

瑚
礁
に
よ
る
Ｍ
Ｐ
Ｇ
の
水
に
出
合
い
経
過
が
順
調
で
、
ガ

ン
も
押
さ
え
ら
れ
る
と
の
説
明
を
聞
き
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。 

 

十
年
前
か
ら
Ｅ
Ｍ
Ｘ
に
よ
る
農
薬
を
使
用
し
な
が
ら
野

菜
作
り
を
し
て
、
現
在
八
十
三
歳
、
今
で
は
健
康
が
第
一

で
、
毎
日
を
楽
し
く
、
長
寿
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。 

 

過
去
を
振
り
返
り
、
戦
争
は
人
間
の
殺
し
合
い
で
、
こ

れ
ほ
ど
良
く
な
い
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
中
を
体

験
し
な
い
若
い
人
達
に
は
戦
争
の
い
た
ま
し
さ
は
分
か
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
体
験
し
た
私
達
老
人
は
、
若

い
人
達
、
小
学
生
や
子
供
に
も
、
こ
の
事
を
よ
く
伝
え
、

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
楽
し
く
、
平
和
な
日
本
を
作
る
よ
う

に
伝
え
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

住 
 

所 
 
 

愛
媛
県
今
治
市
大
西
町 

生
年
月
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大
正
十
二
年
二
月
四
日 
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歴 
 

県
立
今
治
中
学
校 

 
 
 
 

 
 

香
川
師
範
学
校
大
陸
科 

職 
 

歴 
 

奉
天
省
本
渓
湖
宮
原
在
満
国
民
学
校 

 
 
 
 

 
 

愛
媛
県
越
智
郡
菊
間
中
学
校 

 
 
 
 

 
 

愛
媛
県
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智
郡
歌
仙
小
学
校 

 
 
 
 

 
 

愛
媛
県
越
智
郡
菊
間
小
学
校 

 
 
 
 

 
 

愛
媛
県
小
学
校
体
育
連
盟
会
長 

 
 
 
 

 
 

愛
媛
県
越
智
郡
大
西
公
民
館
長 

 
 
 
 

 
 

愛
媛
県
越
智
郡
大
西
幼
稚
園
長 

終
戦
時 

 

北
満
の
璦
琿
、
独
立
混
成
第
一
三
五
旅
団
に
て
奮
闘
さ

れ
た
が
昭
和
二
十
年
九
月
に
入
ソ
、
ラ
イ
チ
ハ
収
容
所
に

強
制
抑
留
昭
和
二
十
三
年
六
月
、
無
事
復
員
（
舞
鶴
港
）
。 

 

引
揚
後
は
地
元
、
今
治
市
の
小
中
学
校
に
奉
職
、
教
育

界
の
た
め
に
各
種
の
公
職
に
つ
い
て
活
躍 

（
愛
媛
県 

 

山
本 

繁
夫
） 

 

405 

時
の
流
れ 

大
阪
府 

 

藤 

原 

栄 

暢 
 
 

  

平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
平
穏
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

誰
も
が
皆
思
い
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
災
害
は
戦
争
で
な
く

て
も
地
震
・
暴
風
雨
・
水
害
等
天
災
害
も
ま
た
忘
れ
た
こ

ろ
に
や
っ
て
く
る
。
戦
争
で
は
国
民
等
し
く
そ
れ
ぞ
れ
犠

牲
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
戦
争
が
好
き
で
な
く
て
も
戦
い

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
凄
絶
・
勇
猛
果
敢
、
戦
史
を
懐
か
し
ん
だ
り

戦
争
を
賛
美
す
る
も
の
で
は
な
い
。
尊
い
犠
牲
の
教
訓
を

振
り
返
る
姿
勢
は
大
切
で
す
。
戦
争
は
決
し
て
公
平
か
つ

共
通
な
ル
ー
ル
に
従
い
行
わ
れ
る
国
際
競
技
会
で
は
な
い
。

各
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
正
義
が
あ
り
、
主
張
、
国
策
が
あ

る
。
宗
教
、
民
族
、
経
済
、
そ
れ
が
衝
突
す
る
の
が
戦
争

で
、
非
戦
闘
員
で
あ
る
一
般
市
民
も
一
瞬
に
し
て
生
命
を

奪
わ
れ
た
の
で
す
。
破
壊
、
殺
人
、
残
虐
、
処
刑
、
死
闘
、

悲
惨
、
勝
つ
か
負
け
る
か
、
常
識
な
ど
存
在
し
な
い
。
国

際
法
も
条
約
も
法
規
す
べ
て
無
視
さ
れ
る
。
勝
て
ば
官
軍

正
義
と
な
る
。
勝
者
の
利
益
の
た
め
に
都
合
の
良
い
理
由

を
つ
け
正
当
化
し
、
敗
者
の
言
い
分
は
通
ら
な
い
。 

 

ロ
シ
ア
と
は
当
時
、
平
和
条
約
、
日
ソ
中
立
条
約
を
締

結
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
油
断
し
て
お
り
、
ま
さ
か
突
如

の
侵
略
に
司
令
部
狼
狽
あ
わ
て
ふ
た
め
き
、
う
ろ
た
え
て
、

満
州
の
一
般
邦
人
、
婦
女
子
、
開
拓
団
員
は
一
朝
に
し
て

地
獄
へ
と
突
き
落
と
さ
れ
た
。 

 

日
本
兵
、
ロ
シ
ア
の
港
か
ら
日
本
へ
帰
す
「
ダ
モ
イ
」

と
欺
か
れ
て
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
へ
強
制
連
行
、
自
国
の
戦

後
復
興
に
苛
酷
な
ノ
ル
マ
を
強
制
し
、
酷
使
さ
れ
た
。
酷

寒
の
追
い
打
ち
、
凍
傷
に
な
ら
ぬ
よ
う
生
命
を
守
る
の
に

精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
零
下
五
〇
度
で
は
寒
い
と
い
う
よ

り
身
体
が
チ
カ
チ
カ
す
る
。
目
を
パ
チ
パ
チ
と
絶
え
ず
動

か
さ
な
い
と
呼
吸
の
鼻
息
で
ま
つ
毛
が
凍
り
付
い
て
目
が

見
え
な
く
な
る
の
で
す
。
小
便
を
す
る
に
も
大
忙
し
。
防

寒
外
套
を
外
し
手
袋
も
脱
が
な
け
れ
ば
先
が
出
難
い
。
終

了
後
も
早
く
収
め
な
け
れ
ば
童
真
が
凍
傷
に
な
る
の
で
す
。

今
の
よ
う
に
チ
ャ
ッ
ク
で
は
な
い
。
ボ
タ
ン
が
う
ま
く
締




